
 

 

 

2021年 5月２８日 

京都府福知山市  

－ 都道府県、政令指定都市を除く地方公共団体で、関西以西初 － 

「再エネ 100 宣言 RE Action」に参加 

2050年再生可能エネルギー100％化を目指し脱炭素・再エネ転換の取組を加速します！ 
                                                                               

 

 

 

 

福知山市では、SDGｓや世界的な気候変動対策、脱炭素社会の動きに呼応し、この度、６月１日付けで使用電
力の再エネ 100％化を目指す「再エネ 100宣言 RE Action」に、都道府県、政令指定都市を除く地方公共
団体では関西以西で初めて参加します。 
今後、「つくる」「とどける」「つかう」「ひろげる」をキーワードに、市内の再生可能エネルギーの普及拡大、エネ

ルギーの地産地消を官民一体で進め、地域課題の解決に繋げると同時に環境・経済・社会の好循環を実現し、
豊かで自立した持続可能な地域社会の実現をめざします。その一環として令和 3 年度においては以下の事業
を進めてまいります。 
 
（１）「ZEH支援補助金」の開始  ＜6月 1日開始＞  
エネルギーの地産地消と再エネ普及、市内の建設業の持続的な発展のため、市内に自ら居住する戸建て

ZEH（ゼッチ＝ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）を、市内に本社・本店を有する中小企業の工務店等で建築し
た者に対し、一律２０万円を補助します。また、ZEH の普及促進のための「（仮称）住宅関連事業者向け ZEH
セミナー」を開催する予定です。 
 
（２）公共施設（市役所本庁舎、小中学校体育館）、公園灯、街路灯の LED化 
 水銀灯や蛍光灯など既存の照明から LED 灯へ順次切り替えていき、市施設全体の電力使用量の低減を図
ります。 
市役所本庁舎及び公園灯・街路灯については、令和 3年度中に LED化 100％を達成します。また、学校施

設については、令和 2 年度より市内 18 の小中学校体育館の照明について LED 化を進めており、令和 3 年
度中に計 8 施設が完了予定です（実施率約 44％）。その他の庁舎や公共施設、校舎等についても順次進め
ていきます。 
 
（３）再エネ由来電力への切り替え 
公共施設の電力切替については、高圧で電力を受電している 7２の市内公共施設のうち、既に 40 施設に

ついて再生可能エネルギー由来の電気への切り替えが完了（実施率約 56％）しております。残り３２施設及び
その他低圧施設についても今後順次切り替えを進めていく予定です。 
 
（４）その他の取り組み 
・太陽光発電システムや蓄電池等を備え再生可能エネルギーを活用し環境への負荷を与えない高機能な公 
民館の整備（北陵地域公民館整備事業令和 3年度内完成予定） 
・公用車の EV等への計画的更新（令和 3年度：EV3台、PHV1台を導入予定） 
・SDGｓパートナー団体／企業の募集  ※6月 1日時点認定予定数 21団体・企業 （令和 3年 4月以降 5件） 

（概 要） 「再エネ 100宣言 RE Action」とは 

「再エネ 100宣言 RE Action」とは企業、自治体、教育機関、医療機関等の団体が使用電力を 100％再生可能エネルギー

に転換する意思と行動を示し、再エネ 100％利用を促進する新たな枠組みです。 

グリーン購入ネットワーク（GPN）、イクレイ日本（ICLEI）、公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）、日本気候リーダー

ズ・パートナーシップ（JCLP）から構成される再エネ 100宣言 RE Action協議会が主催しています。 

【本件に関するお問合せ】  

福知山市役所 エネルギー・環境戦略課 企画係  担当：足立・岩木 
TEL：0773-48-9554  FAX：0773-23-6537  E-mail：enekan@city.fukuchiyama.lg.jp 
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